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倍位に留った。
単感染海猿の血清を電気泳動法によって分屑を検
査してみると， rーグロブリンが非常K微量であるこ
とが認められた。乙の程度は殆んど無菌海狽と大差
がないものであっ7こ。
以上の所見から，rーグロブリン量の多寡は本実験
に於ける血清殺菌力価とは直接関連しないものであ
ることがわかった。
また，本実験に於ける血清殺菌力及び血清殺ウィ
ルス力はイオン要求性の点で相違があった。即ち血
清殺菌力'を現わすには Caイオン，血清殺ウィルス
力を現わすには Mgイオンの存在が必要であった。 
12) 非病原菌の無菌動物腸管内に於ける態度につ
いて
千大医衛生
田波潤一郎，松山貫一，畑中正一
亀山 誠，蓮沼賢哉，仲田史郎
本教室に於て行った 56回の鶏雛無菌飼育及び25
回の海演の無菌飼育中，操作の過誤により，叉実験
の目的をもっていわゆる非病原菌を経口投与した場
合を総合的に検討した結果，無菌動物腸管内に於け
る細菌の態度l乙次の如き 3種の類型があることを知
ったので報告する。 
1) 細菌が腸管内に入っても増殖せず通過する。 
2) 細菌が主として腸管内容物中に増殖する。 
3) 細菌が主として腸管繊毛間隙内で増殖する。
この 3類型はそれぞれの極限を想定したもので実
験値は 3者の中聞に，何れかに傾いて存在した。 
13) 薬剤の噴霧殺菌効果テスト法について
千大医衛生
田波潤一郎，霞 仲，宮本恵一
巽 数男，寺田雄之助，安西金平
わが国では Aerosol殺菌効果テスト法として一
定の基準がないから，米国の標準法に従って Pera-
cetic acid CPa)の噴霧殺菌効果の判定を行った。
器具は内径4.4cm長さ 34.0cmのガラス円筒を
準備し，両端lζゴム栓を挿入した。上部のゴム栓を
通してステインレス針金を下ろし，その末端jζ硝子
ビーズを吊した。下部のゴム栓を通してクロマト用
硝子製の噴霧器の噴霧口をさし入れた。 Pa.溶液噴
射には 1/4HPモーター付のブロアポンプを用い
た。モーター速度を調節し， 5秒間 0.5ccを噴射す
るようにした。殺菌検査に先立ってガラス器具類の
溜水洗条を行った。
試験菌は 550C発育の B.stearothermophilusを
用いた。斡面寒天発育3日目のもので芽胞形成の認
められたものを燐酸緩衝液に約 106/ccの割合に浮
瀞せしめ，浮j辞液中lζ ビーズ玉をひたし，上記ガラ
ス円筒中に懸垂した。
噴霧法は Paの各種稀釈度のものを，各種時聞に
ついて菌に接触せしめるため，通常 1回の試験につ
き14本の円筒を準備した。同一濃度の Pa液に対
して 10秒 20秒・・・ 20分までの 7固にわたり各種接
触時間と殺菌効果の有無を判定した。同一時間のも
のは 2本を 1組とした。効果判定は Pa接触後のビ
ーズ玉を TGC培地に落し込む方法をとった。
本研究は一般に Aerosol殺菌剤の効果判定に利
用され得る有効にして手軽な方法であると思われ
る。 
14) Peracetic acid殺菌力について
千大医衛生
田波潤一郎，照屋 馨，花田常信
山下真澄，早川賢太郎，金尾覚ー
本邦最初の試みとしてPeraceticacid CPa)の作
製を江戸川化学 K.K.K委託し， その製品が入手
されたので効力の判定を行った。
昭和36年 6月 14日に第 1回試験を，同年9月 13
日比第2回試験を行った。その間約3カ月 50CK保
存した。第 1回の室温 260C，第2回の室温 270C。
第 1回，第2回の実験日比 Pa液中の CHacdOH
量及び H202量を測定し，第2田氏は 1%Pa液の
安定性を検討した。
第 1回の殺菌力は 0.25%，5分に認められ， 第2
回の殺菌力は 0.5% 1分に認められた。即ち 3月の
保存K於て約 1/2の効力喪失を認めた。適定による 
Paの喪失は 44.7%から 35%であった。 Pa1%水
溶液の室温放置では 21時間で 0.18%と減少した。 
15) ペニシリン加飼料のマウス糞便内菌叢に及ぼ
す影響
千大医衛生
田波潤一郎，松井留治，武正徳夫
大橋栄二，佐藤道夫，梅沢正克
各種の抗生物質を飼料に微量添加することによっ
て動物の発育がよくなり，毛並の改善，体重の増加
などが認められることは，家畜(鶏，豚等)飼育の
面から知られていた事実である。
